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全国大会特集号

Unite いわて
ゆ な い と

第74回公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会
第46回日本医療社会事業学会（岩手大会）

『ほんとうのさいわい』は日常の中に

この度はニュースレターをお読みいただきありがとうございます。

第74回公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会・
第46回日本医療社会事業学会に、全国から多くの皆さまにご参加
いただき、深く感謝申し上げます。ご支援くださった関係機関、

そして準備から当日までご尽力いただいた実行委員・協力委員の
皆さまにも心より御礼申し上げます。

全国大会から早くも3ヶ月が経とうとしていますが、もっと時が経っている感じ

がするのは私だけではないのでは？それだけ、全国大会は「非日常」という空間
だったとあらためて感じています。創刊号でお伝えした「個々別々」という言葉の
通り、実行委員一人ひとりに参加の理由があり、私自身も人生観やソーシャルワー

ク観が揺さぶられる貴重な体験となりました。
そして、「旅はまだ続く」という事になります。全国大会はある意味「非日常」

でしたが、私たちの「日常」からの延長線上にある「非日常」です。宮沢賢治の言

葉を借りれば、「全国大会」という大きな「近代科学の実証と求道者たちの実験」
は、実は私たちの「日常」の中に常にあるという事になるのではないでしょうか。
『正しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行くことであ

る』
ここ岩手県から東北、日本全体の幸せを考える。全国大会をそんな足がかりにした
いと思っています。

大会実行委員長 佐々木  章

岩手県医療ソーシャルワーカー協会 会員の皆様へ

第74回日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会の開催にあた
り、多大なるご協力と温かいご支援を賜り、心より御礼申し上げ
ます。

開催前は大会長という重責に対し、本当に無事やり遂げられる
のか大きな不安とプレッシャーに押しつぶされそうな日々でした。

しかし、本番に向けて一丸となり、熱意をもって準備に励む実行

委員会や会員の皆様の存在が、何よりの心の支えとなり岩手のMSWが持つ確かな力
と強い絆を再確認する貴重な機会となりました。

今大会では準備期間から「ウェルビーイング」、そして宮沢賢治の言葉でもある

「ほんとうのさいわい」とは何かを問い、考え続けてきました。それには一つの正解
があるのではなく、人によって答えの形や数が異なっているのではないでしょうか。
この問いに向き合い続けることがソーシャルワークの真価であり、難しさでもあり、

私たちが果たすべき使命なのだと、再認識しました。「ほんとうのさいわい」とは何
かを、全国から集まった多くの仲間と深く語り合い、熱い情熱を共有できたことは、
大役を終えた今、大きな安堵とともに、皆様への深い感謝と誇りで胸がいっぱいです。

しかし、この大会の成功はゴールではなく、未来へ向けた新たなスタートです。
「ほんとうのさいわい」への探求を胸に、地域の患者様やご家族の笑顔とウェルビー
イングの実現に向けて、会員の皆様と共に一歩ずつ新たな歩みを進めてまいりたいと

思います。本当にありがとうございました。
大会長 小泉 進
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開会式

基調講演

ウェルビーイングと私たち
〜“よく在（あ）る”の再考〜 座長：小泉 進 氏

講師：前野 マドカ 氏

特別公演

異彩 と 
 ほんとうのさいわい 座長：佐々木 章 氏

講師：松田 文登 氏

講演１
No Surrender
－決して屈しない
ソーシャルワーカーになる!－

座長：青木 慎也 氏
講師：川村 隆彦 氏

講演２
これからのがん・循環器病
対策とソーシャルワーカーに

期待される役割

座長：早坂 由美子 氏
講師：鶴田 真也 氏

シンポジウム１
『ほんとうのさいわいとは？』

〜災害支援とソーシャルワークをめぐって〜

コーディネーター：伊藤 隆博 氏
        シンポジスト：林 真紀 氏

          福井 康江 氏
          小泉 進 氏

説明会
医療ソーシャルワーカー
業務指針改定、および
医療ソーシャルワーカー

業務基準策定に関する説明会

業務指針改定検討チーム

第1分科会
ソーシャルワークリサーチ、
人権とソーシャルワーク、
教育・スーパービジョン、

その他

第２分科会
業務分析、業務開発、
ソーシャルワーク実践

アルコール体質判定体験ブース

あなたは飲める体質？
飲めない体質？それとも？

シンポジウム２

アルコール依存症の
リカバリーのごど、
聞いてみっが。

座長：平井 美奈子 氏
              講師：稗田 里香 氏

  シンポジスト：
                         白沢 正義 氏

  髙橋 美恵子 氏
                          近藤 昭恵 氏

座長：今尾 顕太郎 氏

座長：千澤 美樹 氏

いよいよ開幕！全国から仲間が集結。

『星めぐりの歌』とともに、
旅のはじまり。

大会の幕開けを飾ったのは、宮沢賢治ゆかりの地、

岩手らしいオープニングアクト。『星めぐりの歌』の朗読と
ギターの音色が会場を包み込み、２日間の旅がスタート！

総合司会
緊張〜

大会長挨拶 実行委員長挨拶

達増  拓也岩手県知事にも

ご臨席いただき、心温まる
歓迎と激励のメッセージを
いただきました。

学びと出会いから、
旅が始まる。

多彩な講演や実践に触れ、
「ほんとうのさいわい」とは何か

を考えた1日目。
全国から集まった仲間との再会や

新たな出会いも重なり、
学びとつながりが広がる、
熱い1日となりました！



シンポジウム３
1部
「身寄りがなくても安心して暮らせる社会を目指すには」

  座長：對馬 清美 氏
シンポジスト：沢村 香苗 氏

  吉江 暢洋 氏
                         大地 裕介 氏
                         宮崎 玲香 氏
                         菊池 涼子 氏

シンポジウム４
2部
単身世帯社会に向けて医療機関が備えること
〜「身寄りのない患者を取り巻く社会的課題についての研究」
をもとに考える〜

座長兼報告者：林 祐介 氏
    シンポジスト：増田 由美 氏

佐野 晴美 氏
杉浦  真 氏

指定発言者：熊田 均 氏

講演３
こころと私と共に生きる 〜病院から地域へ〜

ウェルビーイングを支える対話の実践

座長：山舘 幸雄 氏

講師：小瀬古 伸幸 氏

講演４

仏教から学ぶ現代の生き方、
ウェルダイイング

座長：熊原 直子 氏

講師：南洞 法玲 氏

ワークショップ
会長会企画

ソーシャルワーカーに花束を・・・！

座長：坂詰 明広 氏
講師：村田 藍子 氏

第３分科会
ソーシャルワーク実践

シンポジウム５

在宅医療に必要な連携を
担う拠点の現在地

座長：田上 幸輔 氏

シンポジスト：関 建久 氏
             服部 美加 氏

             斎川 克之 氏

シンポジウム６

豊かなキャリアデザイン
を目指して

座長：堀越 由紀子 氏
              司会：名田部 明子 氏
シンポジスト：志賀 功平 氏

  郡 章人 氏
  早坂 由美子 氏

  上田 大介 氏

閉会式

座長：水野 大介 氏

2日間の旅を締めくくる。
大会長から、感謝のメッセージ。

岩手から愛知へ。

おもいのタスキを
つなぐ。

感動のフィナーレ！
感謝のエンドロール。

旅は、終わらない！
副実行委員長から、
おもいを込めた閉会宣言。

つながりを力に、
次の一歩へ。

さまざまな実践や対話を通して、
ソーシャルワークの可能性を

見つめた2日目。
2日間で得た学びと出会を胸に、

「ほんとうのさいわい」をめぐる旅は、
それぞれのフィールドへ

続いていきます。

たくさんの出会いと学びを、ありがとう。



交流会

会場の様子

副実行委員長の
挨拶で交流会スタート！

全国大会の熱気は、
夜になっても冷めるわけがありません！

まさかのブルースブラザーズ
会場、大盛り上がり！

何杯行ける
岩手名物わんこそば対決！

岩手に嵐 襲来！
会場は Happiness!

全国の仲間と

語り合う夜

笑顔満開で、はいチーズ！

踊る人、

見守るカッパ。

みんなのおもいをひとつに。
チーム一丸で走り続けた実行委員メンバー！

プログラムチーム

マネジメントチーム

おもてなしチーム

大会を支えた
チームリーダーズ！

大会三役

日本協会の皆さま

大会協力員の皆さま

大切な荷物はこちらへ！
万全のクローク対応。

よくおでんした！
（よくいらっしゃいました）

岩手へ！

会場のあちこちで、
久しぶり！初めまして！の声が。

オリジナルの

大会記念グッズも
大好評！

かぱろう&きじろう

大人気となった
おかげで・・・

お揃いのスタッフTシャツで
団結力MAXに！

Aichi  is   Back

来年は愛知で
お会いしましょう！

おもてなしの精神で
お出迎え！
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事務局
〒020-8560 
岩手県盛岡市三本柳６地割1番地１
盛岡赤十字病院

総合患者支援センター内

Email
msw.iwate@gmail.com

SNSはこちら

新入会員紹介 今年度に入会されました皆様、
よろしくお願いいたします

一般研修Ⅰ
「1年目からでも分かる価値と理論（仮）」
日程：令和8年11月１４日(土)

講師：大塚 文 先生（元 広島文化学院大学教授）

場所：岩手医科大学附属病院 研修室

一般研修Ⅱ

「虐待にどう向き合うか」
５県合同シンポジウム

（岩手・愛知・滋賀・佐賀・大分）
令和８年11月１４日〜オンデマンド配信

《定例総会・役員会》

5/21 第１回役員会（ZOOMにてWEB開催）

6/27 第2回役員会・定例総会（県立中央病院4階ホール）

7/17 第3回役員会（ZOOMにてWEB開催）
９/１７ 第4回役員会（ZOOMにてWEB開催）

《関連団体の後援》

・第52回岩手県精神保健福祉大会

・いわて脳損傷リハビリテーション講習会
・保健医療従事者向けゲートキーパー養成研修

《協会員の派遣》

・令和6年11月24日～令和8年11月23日まで

岩手県福祉サービス運営適正化委員会へ委員派遣
→宝陽病院:佐々木 章

総会員数 :107名（2026年7月現在）

『会員名簿』 は、協会ホームページへ

新役員体制 よろしくお願いいたします

✎次回研修案内✐

令和8年4～9月 協会員動向

・ 編 集 後 記 ・

今回は全国大会特集号でお届けしました！参加できな
かった方も大会の雰囲気を感じられたでしょうか♪
会報にご協力いただいた新入会員の皆様に感謝申し上
げます。次号も、皆さんにとって魅力ある広報誌を作り上
げていきますので、よろしくお願いします。

木村 咲貴 （南昌病院）
①岩手県(雫石町)
②音楽を聴くこと、ライブに行くこと
③手探りの毎日ですが、少しずつでも
成長していけたらと思います！

増澤 綾子
（介護老人保健施設イーハトーブ）
①仙台生まれの秋田育ち
②YouTubeで片付け動画やゲーム
実況を見ること
③モラトリアムな出戻り会員ですが
よろしくお願い致します

熊谷 美里 （盛岡南病院）
①岩手県盛岡市
②音楽鑑賞、カラオケ
③まだまだ不慣れな点もありますが、
日々学びながら努めてまいりますので
どうぞよろしくお願いいたします。

小野寺 俊
（岩手医科大学附属病院）
①青森県
②散歩（ウォーキング）
③日々担当病棟で奮闘しております。
一歩一歩、歩を進めて頑張っていきた
いと思います。

･会長/総務部会長 佐々木章（宝陽病院）
･副会長/教育研修 北谷真（岩手県立南光病院 ）
･事務局/総務 小泉進（盛岡赤十字病院）
･会計/総務 越崎栞（地域包括支援ｾﾝﾀｰ川久保）
･教育研修部会長 近藤昭恵（岩手医科大学附属病院）
･理事/教育研修 佐藤綾香（岩手県立一戸病院 ）
･理事/教育研修 千澤美樹（岩手県立中央病院 ）
･広報部会長 佐々木亘（介護老人保健施設敬愛荘）
･理事/広報部会 中嶋萌生（飯岡・永井地域包括支援ｾﾝﾀｰ)
･調査研究部会長 後藤涼太（岩手医科大学附属病院）
･理事/調査研究 宮崎玲香（盛岡つなぎ温泉病院）
・理事/監事   青木 慎也（岩手医科大学附属病院 ）
・理事/監事   長田 くみ子（松園第二病院）
🈟理事/広報部会 及川幹太（岩手県立釜石病院 ）
🈟理事/教育研修 高橋玲子（遠山病院）
🈟理事/調査研究 中嶋亮三（済生会岩泉病院）

菅野 凌亮
（岩手医科大学附属病院）
①岩手県 陸前高田市
②音楽鑑賞
③精一杯勉強して参りますので、ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

①出身地
②趣味

③ひとこと

一般研修Ⅲ

「記録について」
日程：令和９年2月(日)※日にち調整中

講師：日本医療ソーシャルワーカー協会（調整中）

場所：調整中

 研修の詳細が決まり次第、SNS等でお知らせします！
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